
小学部１学年

題材名：ペットボトルキャップの開閉と色分け

＜材料＞

・ペットボトル・フェルトボール・段ボール・カラーペン

＜使い方＞

・ペットボトルキャップからフェルトボールを色別に入れる

<この教材で伸ばしたい力>

・色分けとマッチング、手指の力の加減を調整する力、微細

運動

＜使う時のポイント＞

・フェルトボールを入れるときは個々の実態に応じて、手だ

けではなくピンセットや箸等を使用しても良い。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：三角形で作ろう

＜材料＞

・三角形のカラーマグネット・ホワイトボード・見本

シート

＜使い方＞

・マグネットを使って見本と同じ形を作る。

<この教材で伸ばしたい力>

・観察する力・形を構成する力

＜使う時のポイント＞

・始めは見本と同じ形を作る。その後は自分で工夫し

て好きな形を作ったり、友達が作ったものを再現する

活動もよいかなと思います。

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：『おおきなかぶ』（お話遊び）

＜材料＞

・牛乳パック・登場人物・マジックテープ

＜使い方＞

・お話に合わせて並べて、引っ張る

<この教材で伸ばしたい力>

・物語と言葉遊びに興味をもつこと

・お話の世界を体現すること

＜使う時のポイント＞

・引っ張る方向、誰が誰につながるかを意識できるよ

うにする。「うんとこしょ、どっこいしょ」のかけ声

と一緒に動かす。

〈指導領域・教科等〉

・国語
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題材名：大きさと色のマトリックス課題

＜材料＞

・マジックテープ・ラミネート

＜使い方＞

・色と大きさが合う場所にカードを貼る。

<この教材で伸ばしたい力>

・見分ける力・２つの要素を意識する力・記憶力

＜使う時のポイント＞

・初めは、赤だけや一番上の段だけなど手掛かりとな

る場所を意識する練習をするとよい。また、課題に慣

れるとパターンで覚えているだけの場合もあるため、

複数のバリエーションを用意するとよい。

〈指導領域・教科等〉

・算数（図形）

題材名：ライオンのたてがみをつけよう

＜材料＞

板目・洗濯ばさみ

＜使い方＞

洗濯ばさみを所定の色の場所につける

<この教材で伸ばしたい力>

手指の操作性、色分けとマッチング

＜使う時のポイント＞

まずは茶色のライオンから取り組み、次の段階として

青とピンク２色のライオンに移行する。

〈指導領域・教科等〉

自立活動

題材名：フーフーＧＯＡＬ！！

＜材料＞

・ピンポン玉

＜使い方＞

・ゴールまで息を吹きピンポン玉を動かしていく。

＜ポイント＞

・手を使わずに息を吹くだけにする。

<この教材で伸ばしたい力>

・口の動きを柔軟にし、発声を明瞭にしたい。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動
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題材名：感触あそびで色を覚えよう

＜材料＞

・ジップロック・デコレーションボール・背面にくる

カード・水

＜使い方＞

・指を使ってデコレーションボールを色わけする。

<この教材で伸ばしたい力>

・集中力・色の弁別・目と手の協応・手指の操作性

＜使う時のポイント＞

・後ろに敷くカードを変えることで違う課題もでき

る。

〈指導領域・教科等〉

・算数・自立活動

題材名：百ます計算＆マトリックス用ボード

＜材料＞

・ホワイトボード／カード

＜使い方＞

・縦軸と横軸を結び付ける。

<この教材で伸ばしたい力>

・認知力、集中力や注意力、計算力、細かい運動

・スキル

＜使う時のポイント＞

・百ます計算は、「左上から始めて右下で終わる。」

足し算→引き算→かけ算→わり算の順番で行う。」

〈指導領域・教科等〉

・算数、自立活動

題材名：すごろく

＜材料＞

・すごろく・さいころ・質問カード

＜使い方＞

・さいころを振ってすごろくを進めていき、質問コー

ナーで質問カードに書かれた内容に答えていく。

<この教材で伸ばしたい力>

・コミュニケーション能力

＜使う時のポイント＞

・実態に応じて質問カードの内容を変えることで、実

態に即した指導をすることができる。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動
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題材名：１０までの数を学ぼう

＜材料＞

・プラ段・色画用紙・丸シール・セロテープ・OPPテープ・ホワイ

トボードマーカー

＜使い方＞

・ドットを見せていくつか言わせる。ドットを見せていくつか書か

せる。

・数字を書いて示し、その分ドットをめくらせる。

・「１０は７と？」と聞いてドットのないスペースを見て答えさせ

る。

・足し算、引き算をドットを使って解かせる。

<この教材で伸ばしたい力>

・１０までの数の数唱、数量、足し算、引き算。

＜使う時のポイント＞

・OPPシートを貼った所は、消して何度も繰り返し取り組む。

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：３文字ならべ　～お団子を作ろう～

＜材料＞

・ジョイントマット・発砲トレー・竹串・ビニールテープ

＜使い方＞

・３文字の言葉を正しい順番で串に刺す。

<この教材で伸ばしたい力>

・目と手の協応

・文字のまとまりを通したひらがなの学習

＜使う時のポイント＞

・左手に串を持ち、読むひらがなの順(左のひらがなから)で

刺していくようにする。児童の実態に応じて、３文字のみ→

３文字とイラスト→トレー無し(お団子の３文字のみ)で取り

組んでいく。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：ひも通し、色形の区別

＜材料＞

・綿ひも・フェルト・綿

＜使い方＞

・紐を通す、色や形の仲間分けをする。

＜使う時のポイント＞

・両手と目を同時に使いながら、①穴にひもを通す②

色や形を区別しながらひもを通す③色や形だけを使う

など実態に応じて使い方を変える。

<この教材で伸ばしたい力>

・目と手の協応・手指の操作性

〈指導領域・教科等〉

・自立活動
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題材名：サンドイッチをつくろう

＜材料＞

・絵本「サンドイッチ サンドイッチ」（小西 英子 作／福音

館書店）

・サンドイッチの具材（フェルト・既製品）

・具材カード

＜使い方＞

①「サンドイッチ サンドイッチ」の読み聞かせをする

②注文する人は具材カードを提示したり具材名を言い、つく

る人はカードを見たり具材名を聞いたりしてサンドイッチを

つくる

<この教材で伸ばしたい力>

・聞く力、聞いて再現する力

＜使う時のポイント＞

・具材一つ一つ、名前を一緒に言って確認するようにしてい

ます。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：おべんとうバスに乗せよう

＜材料＞

・箱・画用紙・フェルト・綿

＜使い方＞

・お弁当バスの話に合わせて、食べ物をバスに乗せる。

<この教材で伸ばしたい力>

・絵本に注目する。

・読み聞かせに応じる。

・食べ物の名前を聞いて、選択する。

＜使う時のポイント＞

・児童が興味を持ったり注目したりしやすいようにバスの動

きを見せる。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：かたちづくり

＜材料＞

・板目・マグネット・ホワイトボード・プリント

＜使い方＞

・三角板を並べたり、組み合わせたりして形を作る。

＜使う時のポイント＞

・形づくりに慣れてきたら、プリントに沿って自分でどんど

ん作り進められるようにする。

<この教材で伸ばしたい力>

・かたちに注目する力

・形を予想する力

〈指導領域・教科等〉

・算数
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題材名：名前カード

＜材料＞

・ホワイトボード・磁石・粘着付プラスチック段ボー

ル

＜使い方＞

・実態に合わせて名前カードを貼る

<この教材で伸ばしたい力>

・ひらがなの理解(読み)

＜使う時のポイント＞

・名前を名字と名前

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：見て動かそう（5段階の円の型はめ）

＜材料＞

・木材・ボンド

＜使い方＞

・型を提示してはめ板を渡します。

・教材の取り組み方がわからない児童には手本を見せ

たり、手を誘導してはめ板を型にはめることを伝えま

す。

・学習の進度によってはじめは大きい順に一枚ずつは

め板を渡していく。2枚同時に提示する。初めから間

違ったところにはめ板を入れておき、気付いて直せる

か・・・など実態に応じて提示の難易度を変えてい

く。

＜使う時のポイント＞

・支援者は取り組み方を見る。

・視線がどこに向いているのか、手の感覚ではめてい

るのか、偶然にはまったのか、意図してはめているの

かなど・・・

・取り組み方の良い点をその場で伝える。

<この教材で伸ばしたい力>

・目と手の協応動作。・大小の比較

〈指導領域・教科等〉

・算数・自立活動


